　 平成２６年１２月１１日

 大阪府製本工業組合

（２６年１２月期） 　理 事 会 議 事 録（案）
１．招集年月日　　平成２６年１１月２８日（金）

１．開催日時　　平成２６年１２月１０日（水）午後６時３０分～７時５５分
１．開催場所　　大阪製本会館
１．理事・監事の数及び出席理事・監事の数並びにその出席方法

理事数　２３人　　出席理事数　２３人（本人出席１８人、書面出席５人）
１．出席理事等の氏名　　
（本人出席）
澤田政紀、岡本城夫、富塚宗寛、寺川務、松尾秀樹、田中尚寛、大塚保男、小野木基博、管東稔浩
菊地雄一郎、木下和美、齋藤晴治、中谷康宏、坂東光次、平井一彦、松本正一、山口仁史、横井邦章
（書面出席）
平田龍己、金田英幸、橋野昌幸、三木信二、南幸次
（オブザーバー）　
祝迫多水治（㈱印刷出版研究所、大阪支社長）
１．議長の氏名　　澤田　政紀
１．議事の経過の要領及び議案別議決の結果

定款の規定により理事長、澤田政紀が議長に就任し、理事会の開会を宣言。
澤田理事長から次のとおり挨拶があった。

「１２月５日（金）元全製工連副会長、元福岡工組理事長、前（㈱）九秀製本ドットコム会長、宮地敏彦氏の「お別れの会」に富塚副理事長、田中常務理事の３人で参加いたしました。

京都工組、岡山工組の理事長も見えておりましたので色々話をしたのですが、岡山ではベネッセが動かず止まったままで状況は厳しいとの事でした。（ＴＶＣＭなどは再開されていますが）
それに比べますと大阪は未だましな方かも知れません。

本来は大阪にもベネッセ関係の仕事が流れてきたのかもしれませんが。

来年の全製工連全国大会は京都で開催されます。

京都工組の理事長から大阪からも沢山お越しを頂きたいとの事でしたので、１月１０日（土）新年互礼会にお招きしＰＲをして頂く事としております。」
寺川専務理事から本日の書面出席は５名との報告があった。
第１号議案
平成２７年「新年互礼会」の開催日時等について
事務局から資料に基づき説明。
「１月１０日開催の新年互礼会の式次第でありますが、まず、

午後５時３０分から理事会を控室の朗（ＲＯＵ・２階）で開催致します。

案内につきましては別途お送りいたします。
理事長年頭挨拶、相談役挨拶、次第等の周知について１５分程度を予定しております。

午後６時から受付を開始致しますが、例年通り各支部長にはお手伝いをお願い致します。
今回、清水相談役のご紹介で吉本の若手芸人の“ラフ次元”の漫才を冒頭１５分程度予定しております。その関係で午後６時４５分頃から互礼会を開始致します。
司会は田中常務理事が行います。ご存知のように寺川副理事長兼専務理事が１月６日から入院をされますので今回は田中常務理事にお願いをしております。
年頭挨拶は澤田理事長と来賓祝辞を大阪府印刷工業組合、理事長、吉田忠次様、府議会議員で当組合顧問の朝倉秀実様にお願いをしております。
なお先程理事長からお話がございましたが、京都工組、山崎理事長が全国大会のＰＲにお見えになりますのでご挨拶をいただくこととしております。

その後、来賓紹介、午後７時１０分頃、乾杯をおこないたいと思っております。
乾杯のご発声は関西光沢化工紙協同組合の新理事長、植田稔久様にお願いをしております。
賛助会員の皆様の自社紹介も１社３０秒程度ですが今回も実施致します。
閉会の挨拶は富塚副理事長からおこないます。」
松尾常務理事から、
「賛助会員の皆様の自社紹介ですが注意喚起の意味もあり今回も卓上ベルを用意しては」
との発言があり、了承となった。
第２号議案

五支部「合同大忘年会」について
組織活性化委員会の管東委員長（理事）、田中担当役員（常務理事）から説明。

「１２月３日（水）に美々卯で委員会を開催し大筋の案につきまして決定致しました。

景品につきましては明日（１４日）購入予定で有ります。約２０名（参加者の３／１）の方に景品が当たる段取りとしております。ゲーム内容はビンゴとしております。

当初、フリードリンクを含め５，５００円でしたが日本のお酒（冷酒）を用意致しましたので６，０００円のコースとなっております。

なお各支部からの負担（景品代等）は会費分の補助額を除き１支部、約６万円となっております。

皆さんから色々声掛けをして頂いたお陰で賛助会員１０名の参加を含め約６０名の参加となっております。〆切までまだございますので更に声掛けをよろしくお願いいたします。」
第３号議案

景況感等アンケートの実施について
事務局から資料に基づき説明

「景況感等アンケート（平成２６年を振り返って）は毎年１月に実施をしております。時期的には西日本協議会がございますのでそれらに大阪の景況感として活用をしております。

ただ何時もお願いをしておりますが回収率は２５％程度と低い状況に有ります。

余りややこしくないアンケートですし、組合への意見要望等頂きますと取組みの参考に出来る事もございますので是非とも回答をお願いしたいと思います。
なお年末に製本と紙工（新年号）を発送致しますのでその中に同封してお送りしますのでよろしくお願いいたします。」

富塚副理事長、寺川副理事長兼専務理事から、

「従来からお願いをしておりますがアンケートの回収率が低いと思います。

回収率が少ないと実際はどうなのかとの事となります。

２割位の回収率ではどうにもなりませんので、内容についてもそれほど難しくありませんので送付方よろしくお願いいたします。」

第４号議案
平成２７年西日本製本協議会「連絡会」日程について
事務局から説明

「西日本製本協議会ですが本年４月には石川大会として開催し、大阪工組はバスで参加、多数の方に参加を頂き石川工組から大変感謝されたところでございます。

大会は２年に一度の開催との事で間につきましては連絡会として大阪で開催することとしております。

これらから澤田理事長は西日本製本協議会の会長でございます。

開催は平成２７年２月６日（金）午後３時から７時まで、会場は参加される他工組の利便性を考慮し新大阪のメルパルク大阪で開催いたします。
参加は各工組の理事長をはじめとして２名以上としております。

大阪工組は地元ですので多数の方にご参加を頂きたいと思います。
内容は収支報告、監査報告、現況報告、問題点の討議、次期開催地の決定などでございます。

その後懇親会を実施致します。

参加費は一人１万円でございます。
案内は明日、各工組（石川、京都、兵庫、岡山、広島、福岡工組）と全製工連、大野会長にお出しする事としております。」
第５号議案
組合の退会について

㈲エース紙工、東南支部
やむなしとの事で了承となった。
第６号議案
その他

①委員会の活動状況について

◆総務広報委員会（山口委員長（理事））

・製本と紙工の掲載記事として組合員訪問を１１月２９日（土）実施いたしました。
訪問先は平井製本㈱様と田中手帳㈱様の２社で澤田理事長、寺川副理事長兼専務理事（担当役員）、と私（委員長）、報道の㈱印刷出版研究所の祝迫さんで伺いました。

◆安全技術委員会（平田委員長不在の為、事務局から報告）

・例年１月に実施しております㈱此花社の個展に併せた講習会ですが良いテーマが見当たらないとの事で今回は実施をしないこととなっております。

なお今後技術委員会を開催し次回の講習会のテーマ等について検討をしていくこととしております。
②支部、部会の活動状況について
◆商業印刷製本委員会（木下委員長（理事）、山口副委員長（理事））
・１２月４日（木）、親子、職長など合計１２名が参加し午後７時から９時まで商印のフリー懇談会を開催致しました。

時間が足りないくらいの活発な意見がありました。

また実施したいと思いますので他委員会の方もよろしくお願いしたいと思います。

２回目の以降の進行が難しいのですが色々と検討を重ねよりよい会として実施していきたいと思います。　今回については前もってテーマを配付し実施しましたので更にテーマについて検討をしたいと思います。

松尾常務理事から、

「懇談会の内容について情報公開をしてはどうか。」
との発言があり、

富塚副理事長から、

「オープンにしなくても良い様な事でもあるし、好評であればオープンにする事も今後検討をしていけば良いと思う。」

との発言があった。
◆その他

①管東理事から、

「社労士会の忘年会に参加しました。

ものづくり支援施策について７社が採用された訳ですが、本年度もう１回実施されるかもしれないので情報が入り次第報告を致します。」
事務局から、
「品種別専門部会の役員会の開催をお願いしたいと思います。１年目との事で部会費をためておく必要もあるのですが、各部会委員会の独自取り組みに補助も必要かと思います。年明けには是非とも開催をお願いいたします。」
②富塚副理事長から、
「日本の伝統的な製本として“和綴じ”があります。京都でと思われがちですが大阪でされている方がおられます。（京都でも４，５件です）

年齢は７０歳近い方です。仕事は沢山あるそうです。

和本教室なども開催され普及に努めておられます。

技術委員会のテーマとしても取り上げて頂いたらと思います。

祝迫さんには是非取材をして頂き世に知らしめたいと思っております。

この様な伝統文化をなくしては駄目だと思います。」

③大阪製本若葉会（下田雄史会長、山下敦司、岡田大介会員）から、
「平成２７年７月４日（土）に誠友会「福岡大会」が開催されます。

平成２８年には大阪大会が開催されますが、翌年から東京二世連合会とオブザーバーで参加をいただいている兵庫、金沢、静岡工組にも声を掛け青年部の新しい組織を作ることが今回の常任委員会で決定いたしました。

誠友会の廃止など無くなることはないのですが、会員数の減少もあり新しい二世会にしようとの案が出ております。

名称の変更もあります。

やり方などは今まで通りの誠友会ですが名称が変わること等についてご理解を頂きたいと思います。」
とのお願いがあった。（各理事からの意見は省略しております）
最後に岡本副理事長から

「年末となりましたが本年最後の理事会への参加有難うございます。

今日メールが得意先から届きました。内容は品質に関する事で事故が多いので、事故事例に対する対策の報告をお願いするとの内容でした。

中綴じの事故例なのですが素人がやっているような事故の状況です。

ようそんな所に出すな～（発注）と言いたいような内容の事故です。

その事故例に対しお宅らはどの様にしてやっているのか報告書を出せとの事です。
ただこの得意先からは仕事はめったに来ません。

来るケースはこの仕事は絶対に事故を出せないとの内容の物しか来ません。

息子と相談し報告を出すのをやめることとしました。

この様な事故例は事故を起こした者が真剣に考えて対策を考えないと身につかないと思います。
だから私の所は報告を出さない事としました。
私のところは中綴じの後発組で２０年位です。苦労のし通しでした。
時間と金も飛びました。知恵も絞りました。

どれだけ苦労を積み重ねて仕事をしてきたか、得意先は判っていないと思います。

事故を起こした所に徹底的に聞きに行かないと、自分のところやった事が身につかないと思います。

事故を起こした所が考えるべき問題であり、このメールに一寸びっくりしたところです。

品質がうるさくなっているのにそんな所に出すなといいたいし、メールで返す事もないとの結論といたしました。
大きな印刷会社がお前とこで教えてくれと言いますが苦労して身に付けたものでありその大事さを判ってほしいと思います。

今後も皆さんと品質管理に切磋琢磨していきたいと思います。本日は長時間お疲れ様でした。」
以上で理事会を終了した。
以　　　上
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